
事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

講座内容について、ゲーム性の強い講座を実施するなど、もっとわかりやすく、継続して関心
につながる取組を実施すべきである。

担当課の評価 A　現行どおり 低学年から高学年まで興味・関心を持ってもらえるよう、毎年講座内容の見直
しを行うことで、参加児童からも「楽しかった」という感想を得ており、本事業の
継続により児童の環境問題への取組に結びついている。

改革・改善
策等の具体

的内容

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

小学校4年生程度を対象にした講座から、R3年度は新たに小学１、２年生でも参加できる食品ロスに関する講
座を取り入れたことで、参加人数や講座実施回数が飛躍的に増えた。

直近の改善点

低学年でも参加しやすい講座にするため、ゲームを通して環境学習を学ぶ講座にした。

講座実施回数 回 24 24 40 16

R04年度
目標値

参加延べ人数 人 464 340 720 700

0 0

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,397 1,087 1,383 922

うち市負担分（千円） 0 0

　（事業概要等）

・環境学習講座の実施
・環境学習関連図書の購入

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 仲よし学級運営事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

留守家庭児童会（仲よし学級）の児童を対象に、環境問題に関する学習の機会を設け、地球環境保全の重要
性について啓発を行う。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

⑤コンパクトで居心地のよい
まちづくり

③環境保全 4 地球環境の保全



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

地域で活動するスタッフの高齢化や担い手不足が課題である。

担当課の評価 B　改善し継続 事業に継続性を持たせるために、地域人材の発掘に注力していく必要がある
ため。

改革・改善
策等の具体

的内容

教育委員会で推し進めるコミュニティスクールとの関連等も視野に入れながら、児童に多様な
経験の機会を継続して提供していけるよう、地域人材の発掘手法について調査研究を進め
る。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

令和２年度は、「浜パティオ」、「子どもジュニアカレッジ」ともに、新型コロナウイルスによる影響で実施できな
かったが、今年度は、感染対策を行った上で「子どもジュニアカレッジ」を実施し、約８０人の児童が参加し、コ
ロナ禍でも児童が体験活動出来る場を提供することが出来た。

直近の改善点

令和２年度より学びっ子教室分について指導課へ移管した。

「子どもジュニアカレッジ」参加延べ人数 人 40 - 80 100

R04年度
目標値

「浜パティオ」参加登録者数 人 105 - - 100

1 185

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 537 4 100 250

うち市負担分（千円） 218 2

　（事業概要等）

毎週土曜日に校区の児童に安全・安心で日常的・継続的な体験活動の場を提供する「浜パティオ」の事業委託。
放課後の子どもの居場所づくり事業として、年に数回の総合型地域スポーツクラブによる放課後子ども教室（子どもジュ
ニアカレッジ）の事業委託。

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 放課後子ども教室推進事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

地域の方々と子どもたちが、共に行う学習やスポーツ・文化活動等の取組を支援し、心豊かでたくましい子ど
もたちを地域全体で育むことを目的とする。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

③生涯学習 4 つながりある教育体制の充実



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

企画委員については毎年公募をしているが応募数が少なく、選出方法を検討する必要があ
る。
また、Ｒ４年度より成年年齢が引き下げられ「二十歳のつどい」に名称変更して本事業を継続
するが、開催主旨等を改めて整理した上で企画委員とともに事業実施していく必要がある。

担当課の評価 B　改善し継続 企画委員の確保と、式典内容の見直しが必要であるため

改革・改善
策等の具体

的内容

・企画委員の公募開始時期を例年より早め、委員の確保に努める。
・Ｒ３年度に実施したアンケート等をもとに、「二十歳のつどい」の実施内容を企画委員ととも
に進めていく。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

コロナ禍においても、成人の出席率は府域全体と比較しても高い値となっている。

直近の改善点

・Ｒ２年度より新型コロナウイルス感染症対策として、２部制での実施とし、ライブ配信の実施
や、ドローンによる集合写真撮影を取り入れた。
・Ｒ３年度には、新成人にアンケートを実施し、ニーズ調査を行った。

R04年度
目標値

新成人の成人式出席率 ％ 78 74 74 80

1,800 2,285

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,303 4,310 2,391 2,285

うち市負担分（千円） 1,303 1,327

　（事業概要等）

大学生や新成人など若者を中心とした実行委員会の企画、運営による成人式を開催し、新成人の門出を祝
う。

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 成人式事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

新成人を祝うとともに、新成人としての自覚を促すため、成人式を実施する。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

②青少年育成 2 青少年の社会参画の推進



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

各自治会から推薦される青少年指導員の高齢化や自治会員の減少により、指導員の確保が
難しくなっている。

担当課の評価 B　改善し継続 青少年指導員の高齢化等による担い手不足への対策が必要である。

改革・改善
策等の具体

的内容

経験豊富な人材の確保に取組むとともに、他団体と類似する活動については共同で実施して
いくなど事業のあり方について検討する必要がある。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

成人式や市民体育祭など様々なイベントの運営に携わっており、地域の協力を得ながらイベントを実施するに
あたり欠かせない存在となっているが、令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、活動の縮
小を余儀なくされた。

直近の改善点

青少年指導員数の減少を防ぐとともに、メンバー変更時の引継を容易にするため、経験豊富
な人材については、青少年指導員協議会からの推薦という形で、指導員への就任を依頼して
いる。

R04年度
目標値

青少年指導員数 人 89 86 88 90

793 951

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,084 938 793 951

うち市負担分（千円） 1,084 938

　（事業概要等）

・市長より委嘱された各校区で活動する青少年指導員を支援する。
・青少年指導員の活動としては、「少年を守る日」の街頭啓発や祭礼時の夜間パトロールなどがある。
また、市民体育祭、成人式、泉州国際マラソンなど市内で行われるイベントの運営にも携わっている。

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 青少年指導員活動支援事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

青少年の健全育成と非行防止を目的とした活動を青少年指導員協議会に委託し、青少年が健全に育まれる
社会の実現を目指す。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

②青少年育成 1 健全育成の環境づくり



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

・「青少年育成協議会」の運営の在り方
・こども体験学習、ジュニアリーダー養成講習会の廃止に代わる、青少年健全育成のための
多様な経験ができる機会の創出
・関連団体の規模の縮小化

担当課の評価 B　改善し継続 上記課題について改善に取り組む必要があるため

改革・改善
策等の具体

的内容

子どもにとって、様々な経験ができる講座を実施する。講座の実施にあたっては、放課後子ど
も教室の実施等で実績のある民間業者に委託し、市域で講師として活躍できる人材の発掘
支援やノウハウを提供してもらうことで、児童の継続的な健全育成に寄与する。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

新型コロナウイルス感染症により宿泊を伴う体験学習を実施することができなかった。

直近の改善点

令和２年度：青少年環境整備啓発推進員報償費の廃止

R04年度
目標値

こども体験学習参加者数 人 0 0 0 廃止

1,224 1,470

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,587 1,220 1,224 2,661

うち市負担分（千円） 1,587 1,220

　（事業概要等）

・青少年問題に関する総合的な審議を行う「青少年育成協議会」の運営　・少年補導協助員への報償費の支
払
・青少年育成事業の委託（少年少女合唱団）　・ジュニアリーダー育成講習会の実施
・自然体験学習の実施

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 青少年育成事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

学校・家庭・地域が一体となって青少年の社会への興味・関心を育み、学習や活動を支援していくことで、青少
年が夢を持って社会参画できるまちをめざす。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

②青少年育成 1 健全育成の環境づくり



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

利用者サービス向上等による利用者数増に対応するための指導員の人材確保と、施設の環
境整備

担当課の評価 B　改善し継続 多様化する利用者ニーズに対応するため、運営の在り方について、調査研究
を進める必要があるため。

改革・改善
策等の具体

的内容

・Ｒ３年度より、延長保育（午後６時から午後７時まで）の実施や、長期休業期間限定の学童
保育を民間企業に委託するなどし、サービスの向上に努めている。
・今後も安心・安全な運営を安定して継続していくため、指導員の確保や、民間企業の活用等
を視野に入れ調査研究を進める。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

・指導員の資質向上を図るため、大阪府などが主催する研修を受講した。コロナ禍によりオンラインでの研修
が増えたことや、放課後児童管理システム導入業者が主催する研修会等への参加を呼びかけたことで参加
人数が飛躍的に増加した。
・民間企業と連携したイベント（オンライン授業）を継続して実施し、遊びを通じて様々な学びを提供した。

直近の改善点

令和３年度　延長保育（午後６時～午後７時）の実施
　　　　　　　　長期休業期間限定の学童保育の実施

地域や企業等と連携して実施したイベント回数 回 9 7 8 4

放課後児童支援員有資格者 人 32 40 47 48

R04年度
目標値

指導員の資質向上やプログラム充実のための研修会参加人
数

人 29 12 137 140

25,229 30,422

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 99,238 116,546 124,159 132,075

うち市負担分（千円） 16,319 20,109

　（事業概要等）

各小学校に放課後児童クラブ（仲よし学級）を開設し、放課後に生活指導や生活習慣等の習得を図る。

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 留守家庭児童会運営事業、留守家庭児童会指導員配置事業、
留守家庭児童会維持管理事業

担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

留守家庭児童の安全確保と生活指導を行い、青少年の健全育成を図る。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援 2
充実した就学前教育・子育て環境の
提供



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

・地域で様々な取組をしてくれるスポーツ指導者の育成
・市内スポーツ施設の稼働率の向上

担当課の評価 B　改善し継続 市民の健康づくりを図るために必要な事業であるが、保有するスポーツ施設を
より有効活用するために、利用方法を検討する必要がある。また、スポーツ指
導者の確保と人材育成に取組む必要がある。

改革・改善
策等の具体

的内容

・指導者人材バンク制度を運用し、スポーツ指導者の人材確保に努める。
・スポーツ施設予約システムについて、利用者の声を反映し、よりよいシステムになるように
改善を図る。

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

コロナウイルス感染拡大防止のために、大阪府内に緊急事態宣言発令中またはまん延防止等重点措置期間
中は休館・休講及び時短営業を行っていたため、目標値（12,800人）には届かなかったが、スポーツ教室に関
するニーズを把握し、幅広い年齢層の市民に対し、健康・体力づくりを図ることができた。
また、令和２年度から、本市のスポーツ活動等の振興及び活性化を図ることを目的としたスポーツに関する全
国的規模又は国際的規模の大会に出場する個人又は団体に対し、泉大津市スポーツ競技大会出場奨励金
を交付した。

直近の改善点

R4年度からのスポーツ施設予約システムリニューアルに向けて、学校体育施設も含めた形で
オンライン申請を可能にし非対面・非接触で利用できる形を整えた。

スポーツ競技大会出場奨励金（個人・団体） 件 ― 6 23 25

R04年度
目標値

スポーツ教室受講者数 人 8,851 5,445 7,480 13,000

3,503 9,884

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 8,190 1,702 10,486 9,884

うち市負担分（千円） 5,759 1,213

　（事業概要等）

各種スポーツ教室の開催やスポーツ振興を図るためのイベント等を開催する

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 体育振興事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

市民の運動・スポーツ及びレクリエーションの普及振興と健康・体力づくりによる市民生活の向上を図る

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

④文化・芸術・スポーツ 2・3
文化・芸術・スポーツ活動への支援
各分野との交流・連携の充実



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

・加盟団体構成員の固定化と高齢化
・総合型地域スポーツクラブについて、自主運営を可能とする体制づくり

担当課の評価 A　現行どおり 体力向上および健康増進のためのスポーツ推進事業を実施するにあたり、ス
ポーツ協会・スポーツ推進協議会・総合型地域スポーツクラブは、協働の観点
からも欠かすことができない。

改革・改善
策等の具体

的内容

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

R2、3年度の大阪府総合体育大会は新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止となったが、
大会参加により日常的に体を動かす機会が増え、体力向上と運動・スポーツ振興に寄与できる。
また、総合型地域スポーツクラブの事業を支援することにより、市内のスポーツ環境の育成に寄与できる。

直近の改善点

R3年度より、日本スポーツ振興センターによる総合型地域スポーツクラブ支援事業助成金の
申請主体が市町村に変更になったことに伴い、泉大津市総合型地域スポーツクラブ支援事
業費補助金交付要綱を制定し、支援体制を整えた。

R04年度
目標値

大阪府総合体育大会総合成績 位 22 ― ― 21

1,024 1,760

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,760 1,039 1,488 4,435

うち市負担分（千円） 1,760 1,039

　（事業概要等）

補助金の交付

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 団体等育成支援事業（スポーツ） 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

泉大津市における運動・スポーツ振興のため、スポーツ関係者や団体の育成・支援を図る。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

④文化・芸術・スポーツ 2 文化・芸術・スポーツ活動への支援



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

・R4年度に既存部活動の合同部活動を実施するにあたり、学校部活動の所管課である指導
課との連携がより必要となる。
・事業の内容を生徒と教員及び地域スポーツ団体への周知を徹底し、地域移行への理解を
深めていくことが必要となる。

担当課の評価 A　現行どおり スポーツ庁が令和７年度を目途に改革を推奨している、生徒にとって望ましい
持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現のためには、地域での部活動
を段階的に移行する必要がある。

改革・改善
策等の具体

的内容

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

市内3中学校の生徒を対象とした「合同ゆる部活動」を、令和3年12月～令和4年2月にかけて、全15回実施し、
のべ26名の参加があった。
また、地域運動部活動に関する検討会を３回実施し、今後の在り方を検討することができた。
市内の６年生、市内３中学校の全生徒及び教職員と管理職にアンケートを行い、部活動に関する意識調査を
行うことができ今後のあり方を検討する参考になった。

直近の改善点

R04年度
目標値

地域の合同部活動数 1 2

1,135 1,053

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 1,135 2,106

うち市負担分（千円）

　（事業概要等）

合同部活動の推進に関する実践研究を実施し、研究成果を普及することで、合理的で効率的な部活動の展
開を図る。

項目／年度
R01

（決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 地域運動部活動推進事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

生徒にとって望ましい持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現を目的とする。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

④文化・芸術・スポーツ 2・3
文化・芸術・スポーツ活動への支援
各分野との交流・連携の充実



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

新型コロナウィルス感染症の影響による、利用人数の減はあるが、今後のウィズコロナ対策
など、運動する機会が少なくなった利用者への周知など利用促進に繋がる取り組みが必要と
考える。

担当課の評価 A　現行どおり 指定管理者制度を活用した管理運営事業により、市民サービスの向上が図ら
れているため。

改革・改善
策等の具体

的内容

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

利用人数が管理運営事業に伴う成果として考えられるが、コロナ禍のため、利用人数の減がみられる。

直近の改善点

・トレーニングルームについて、事前の講習無しで利用可能にする等、利用者の利便性を考
えた改善を行っている。
・今後のスポーツ施設利用促進に繋がるよう、Ｒ2年度の事業報告を、スポーツ施設運営委員
会で評価を行い、指定管理者に事業の改善点等を示した。

スポーツ施設利用人数（個人利用） 人 17,266 16,928 16,834 17,000

R04年度
目標値

スポーツ施設利用人数（貸館） 人 150,260 123,097 121,635 125,000

50,585 52,889

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 ― 63,923 50,585 52,889

うち市負担分（千円） 50,434

　（事業概要等）

市内9つのスポーツ施設の包括的管理運営を行うにあたり、指定管理者制度を活用した管理運営事業を行
う。

項目／年度
R01

(決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 スポーツ施設管理運営事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

市内9つのスポーツ施設を活用した健康・体力づくり及び市民の運動・スポーツ施設ならびにレクリエーション
の普及振興と市民生活の向上を目的とする。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

④文化・芸術・スポーツ 2 文化・芸術・スポーツ活動への支援



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

課題（問題点）

担当課の評価 A　現行どおり 市スポーツ施設指定管理者による利用者への安定的かつ継続的なサービス
の提供のためには、本事業は必要なものであるから。

改革・改善
策等の具体

的内容

(指標を設定できない理由）

新型コロナウイルスの影響によるスポーツ教室の中止等は、緊急事態宣言等によるものであり、市の方でコントロールで
きないため。
（成果の概要）

直近の改善点

R04年度
目標値

新型コロナウイルスによる休館日（体育館） 日 35 57

0 0

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R01年度
実績値

R02年度
実績値

R03年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 ― 2,863 3,361 7,445

うち市負担分（千円） 0

　（事業概要等）

新型コロナウイルスを理由とするキャンセル料免除金額やスポーツ教室中止費用の補填。

項目／年度
R01

(決算額）
R02

(決算額）
R03

（決算見込額）
R04

(予算額）
備考

事業名 スポーツ施設指定管理者支援事業 担当課名 スポーツ青少年課

　（事業の目的・趣旨）

市スポーツ施設指定管理者による利用者への安定的かつ継続的なサービスの提供を目的とする。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

②学びあうひとづくり彩りあ
るまちづくり

④文化・芸術・スポーツ 2 文化・芸術・スポーツ活動への支援


